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喚起された知的好奇心

制支部長佐々木亀三興

私が大学生活を送ったのは1957年4丹から1961

年3月までの 4年詣であった。当時、学生の政治

に対する関心が高く、勤評隣争、安部闘争などの

学生漉動か活発で、時折、学生薬会が関かれたり

もし?こ。

それまで、本吉君主患津川附の片田舎でのんびり

と育った私には、周りの人たちがとても大人に惑

じられた。友速の話を笥いていると、それぞれが

示す興味・関心の多機さと豊かさ、知識の広さと

深さに圧倒される患いであった。そして、一人一

人の持っている翻性的な魅力に感心したもので

あった。

大学受験のた治的鮪強もほとんどせず、説警察は

文学作品に露り、独り善がりの高校生活を送って

いた村けが困ってきたものと反省した。

議義には休まず出席した。一方的ではあっても

先生方の話を酷いて、知的野礎心が喚起され、学

習意欲が蕪まった時期であった。

下寵していたので自分の時間がたくさん持てた

こともあって、読書し、勉強することが生活の中

心であった。援り返ってみると、大学時代が…番

勉強に集中していたと思う。

当時、特に私の趣殺を引いたのは、 fソクラテ

スJだった。 rソクラテスの弁暁J r饗宴jなど

プラトンの対話購を本気で読んだ。物事を擬り下

げて考えることの大切さ、真実母探求することの

大窃さ、拙からむ議り物でなく、自分で編み出し

た物が大切であり、値打ちがあるのだと震う事な

どに気持かされた。自分が主人公として主主きる生

活へと脱皮した時議だったように思う。
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東北大学教育学部関窓会仙台支部

第 20 居
間窓会仙台支部総会のご案内

初秋の候、同窓生各位にはますますご清栄のこ

ととお喜び時悲し上げます。

きて、下記により仙台支部総会を鵠催いたしま

す。今年度は、東北大学沼田裕之教授をお招議し、

ご講結後いただくことになりました。

ご多用の軒とは存じますが、皆機お誘い合わせ

の上、是非ど出席くださいますようご築内申し上

げます。

雲5

1 B 時平成行年11丹羽田(土).

午後3持-7時

2 余場パレスへいあん (265-5111)

日出合帯広瀬通り襲五番了角)，

3 内響(1)結合支部総会 15:00.......15:45

〈※14:30受付開始〕

(2)講演会話:50-16:50

鍵鯨東北大学詔田裕之教授

議題

「襲代自本における教育学の

条件j

(3)懇親会 17:00-19:00 

4 会費 6.000円当時受付にで申し受けます0

5 申込み 開封合はがきでお騒いします。

S 締切日 10丹初日(土)取涜iま11月5日進



教育学部50周年に思う

教宵学部本披和彦

東北大学教育学部は、本年5月に創立50年を迎

えました。再建生の皆様と祝したいと思います。

また、長平にわたって、同，犠生白皆犠から握りま

した本学部の運嘗に対するご支援とど鞭揺に、心

かる翻礼を申しょげます。

教腎学部が宮城師範学校と震域瞥年蹄範学校と

を併合し、教員養成課躍をもっ龍馬として創設さ

れたりは昭和24年であります。それから翼謹まで

の半世組の簡に、本学部を棲了した学生はおよそ

8000入に及んでいます。提昭和40年の教員養成課程

の分離・独立を墳に、本学部は組織の内容と規模

信点で大きく姿を変えましたことを考えると、改

めて創設以来の r50年j という持聞の長さを感じ

るとともに、その課翠でたどってきた教員麓成課

程の分離・独立をはじめ本学部の歴史を思い起こ

さざるをえません。

今吾、教育は大学を含めて、かつて経験したこ

とのない課題と護慮すべき事惑に臆面しています。

これらの解決にあたっては、新しい教育観とそれ

に基づく新たな教育システムの構築がなによりも

求められるところであり、教育学部記対する役割

期待は非常に大きいものがあります。

露目設から50年にわたり帯積してきました研究教

育、そして社会に対する実践的な活動的成果を活

かしながら、教育学部が日本的教育の研究教寄り

中該む磯関として、来るべきれ世紀む世界社合で

の教育の発震に、一層尽力していきたいと考えて

います。

同窓生の皆様からのご指導とご鞭擁の翠を引券

続きお願い中しょげます。

邸周年記念事業の案内

保教育学部教授管井邦明

i 期日平成11年10月30日〈土〉

2 会場 ホテルイ出台プラザ (262叩7111)

(仙台市膏薬誌本町二丁目20番1号)

3 内容

(1)公開欝境会午後2時 3階「松島C関j

テーマ r21世紀・ネットワーク社会と変容

する教育ーこれまでむ50年、これ

からの50年J

φ基調報告「これまでの50年j
不被和諺 (東北大学教幣学部長〉

争議2;念講演 r21世紀日本の学校教育j

銭各翼美氏〈文部省大患宮房審議室拐

等中等教育局総当)

③シンポジウム r21告知・ネットワーク社金

における教育の夢」

シンポジスト

-岩本正敏氏〈東北学能大学工学部教授〉

・苅宿俊文民〈大東文化大学文学部講師)

・小松弥生氏 (1出合市教育畏)

・菅井邦明 〈東北大学教青学部教捜)

・本原克敏 〈東北大学教育学部教授〉

印式典午後5時 3婚 f桧農の間J

(3) 祝賀会午後S時 3階「桧騰の関J

4 その他

(1) r教務学部同総会総会jを午後I時より 3
階「松島の関jーで開催します。

※ お簡い合わせは、東急大学教宵学欝鐙務係

〈教宵学部同窓会事務局)Iこお響せください。

TEl 022(217)6103 FAX 022(217)6110 
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終戦の目前後

襲爵住々本…洋

1945年事丹15目、すなわち襲載の話、私は当時

の朝鮮、現韓関の光州市にあった光州東中学校の

寄宿舎の脇の防空壊め中にいました。 4月に入学

したばかりの一年生でした。

この学校は、新調内地人(自本人)tとけの中学
校で、朝鮮の人が入るのは菖中学校と区別された

学校でした。内鮮一体といった欝け声とは裂に、

民慈の区別のはっきちした政策の下に作られた学

校でした。

私は、朝鮮の人遣と一緒の小さな島の悶民学校

で育ったので、日本人だけの学校は初めての経験

でした。

この、 15日は、朝から空襲警報の鳴る一日だっ

たので、学徒動員む訟援護ち作業が中止になって

いましTこ。

午後、全校生徒が校庭に集められ、校長先生が

涙を流しながら、 「日本が戦いに敗れたこと、こ

の中学校は本日で開校すること、諸君は直ぐに赦

郷に戻れj と訓示されたことが私の終戦の自の重

大な息い出になったのです。

とるものもとり為えず、栄養失語で襲撃れた接的

まま、故鄭の島iこ婚るために弼車とパスと船でこ

Eの行程に出発しました。

昨日までとは金く輿なる朝鮮の人々の視線が、

突き刺さるようでした。たった一人の旅です。故

郷の代表として入学し、今戦い敗れて帰る襲め謀

れさ、今になって改めて異郷の異民族としての心

揺さが身にしみる，患いです。一襲で支る訴に、今

む韓国の撲がはためき、吉本が持ち込んだ神社が

模かれ、鳥臆が倒窓れていました。台患のために

通信が逮絶していた島では、私が帰って持ち込ん

だ「負けたJということが唯一の情報でした。

議験場合

間期会だより

一期会〈昭和24年入学)

発廷は昭和53年1月7日。昭和40年代から有志、

による飲み会が開かれていたが、小原撤嫌で会則

が決定され蹴簡をあげた。総会は、1i自2日で途

切れることなく続き、本年は第22回目迎え、 「あ

ぷくま寝j守鵠催し、舟下りも楽しんだ。

会報は路孝D54年度から会員担互の情報交換の壌

として発明、ヌド年で第21号をS丹iこ発行した。

役員は、金長・大沼産、治。副会長・三浦藤一、

佐藤鑓。会計 ω感村元一。幹事・各地域iこ13名

を配置。事務閥・粉糊目次郎。

付記…毎回総合時に符われる同期生による物別

講義は、豊かな人生経験に裏打ちされて好評。定

年退職後、教事ぎ鏡、議鰐、社会を支える話鞍をし

ているが、 3名は、現役む教授・研究所員として

帯熱を競やしている。(岩~J錯次郎)

二期会

昭和25年度入学の我々同期会は、名称号を工期金

と称し、昨年震は記念すべき第40回の総舎を関議

したところである。

現在、議外金集も含め104名の会員の消感受恕

援しているが、年l問の総会は例年同月半ばにお

名前後の参加を得て開催している。懇親会には、

恩師の村瀬陵ニ先生(いわ議明星大学)をご招待

して、お互いに|日交を瀧めている。

役員培、幼・小・中・高綱大学から地域も考癒

して選出し、会長は教畿に関様のない載壌の芳広

告騒いしているのも二期金む特色である。

<>役員

・会長木村光繊・脳会長関本朝古

・幹事長菊池鷹雄、官械泉三

・会計安田誠治

・幹事赤沼勘十郎、伊藤孝夫、北島昭一錦、

小擢護費、後藤幸雄、高議公定、

多田 議、嬬榛iE痘、平嚢健一、

高橋公正

qJM 



顧

仙台支部役員名簿
(平成11.12-平成13.11) 

問 藤井 家 24三浦修一

25多田 滋 26佐々木一洋

28永野昌一

支部長 31雪江美久

副支部長 31析津 怜 32佐々木亀三男

33佐藤健仁

参 与 24岩淵昌次郎 24富塚英雄

理

24志村元一 26寺田 晃

29石森幸子

事 24小野春夫 川井善夫

丸谷慶二郎

25高橋公正 菊池康雄

静田

26菊地篤子

27岡崎 忠

28小関幸生

29青木寛敏

30小野正義

31横 要照

菅原教雄

32久保田明

33長田かつよ

34菱沼安太郎

35泉豊

36正木 競

浅野信康

37菊田泰丸

関口 隆

38熊谷 洋

三橋亮一

青木敏浩

古津良一

星博

小畑博之

今野健

砂金信男

金岡昭房

一条紀久

岡本幸子

阿部琢也

小倉英樹

39大竹牧夫

監 事 25佐藤寿郎

大学関係理事 渡部信一

棲井正幸

軍司 啓

宮腰英一

理事事務局 35伊藤 昭 38佐藤 誠

39大浪柴一

事務会計 34大庭数江 37千葉雅修

39郡山慶子

事務局だより

会員の皆様には、日ごろ多大なるご協力をいた

だき感謝申し上げます。

下記の委員会を構成し、それぞれ活動を展開し

ております。

会則検討委員会

委員長 31析津 怜副委員長 31今野 健

25静田 一 28古津良一 34一条紀久

36阿部琢郎 37菊田泰丸

名簿作成委員会

委員長 29小野・正義副委員長 30菅原教雄

25高橋公正 39青木寛敏 34金岡昭房

35泉 豊 38熊谷洋

会報発行委員会

委員長 25菊池康雄副委員長 32佐々木亀三男

26菊地篤子 27青木敏浩 32久保田明

34菱沼安太郎 39軍司 啓

会計委員会

委員長 29石森幸子副委員昆 34大庭数江

31八巻康雄 36正木 競 37千葉雅修

39郡山慶子

0会報第3号をお届けいたします。ご多用の中、

ご執筆いただきました先生方に心から感謝申し上

げます。ありがとうございました。

0総会のご案内をいたしました。多くの会員の

方々とお会いできますことを楽しみにしておりま

す。

0東北大学教育学部創立50周年を迎えました。記
念事業のご案内をいたしました。多くの会員の皆

様のご参加を期待しております。

O会の運営等についてのお問い合わせは事務局へ。

事務局仙台市立東六郷小学校 伊藤 昭

-4一

干984-0844 仙台市若林区種次宇山王前2-6 

TEL • FAX 022-289-2253 


